
関係部会における（仮称）北海道こども基本条例素案たたき台へのご意見

No 該当か所 部会 ご意見

1 4 障がい児支援

・4.責務　こども、子育て支援団体等の役割

・専門知識及び経験を活用し、こども・子育てを推進するように務めるとともに、道及び市町村が行うこども施策に協力・

連携するようにつとめる。

→連携を加えては、どうでしょうか。協力だけではなく、官と民は、パートナーとして連携して、こども・子育て支援を推

進することが大切だと思います。

2 Ⅱ 障がい児支援

・Ⅱ基本施策　○こども施策に対するこども等の意見の反映

・こども等の意見を反映させるため、意見の聴取、参画等その他必要な措置を講ずる

→その他必要な措置を講ずるとなっていますが、参画を、加えてはいかがでしょうか、聴取だけだと従来とあまりかわらな

いので、できる時は、事業や計画に積極的に関わる参画ということが大切な時代となってきているのでないかと思います。

3 16 障がい児支援 ・質問：こどもの居場所づくりの推進が、特化しているのは、なぜでしょうか。

4 1 障がい児支援
・1.　1条について「事業者」はこども基本法６条に合わせて「事業主」にしてはどうか。介護保険事業者”や相談支援事業

者など、福祉系の“事業者”のことと早トチリされないため。

5 1 障がい児支援
・児童福祉法が規定する児童福祉施設や放課後等児童デイサービスなどが網羅されるよう、「こども・子育て支援団体等」

を「福祉やこども・子育て支援団体等」にしてはどうか。

6 2 障がい児支援
・2．2条について１条の「事業者」や７条に対応させるため、「事業者」の定義する項が必要では（用語は「事業主」が適

当かも）？

7 2 障がい児支援
・(4)学校関係者等の項①に、法令分野が異なる「学校」と「児童福祉施設」を合わせるのは、６条との対応から見ても無理

があるのでは？

8 2 障がい児支援
・(4)学校関係者等の項②について、法令分野が異なる「授業の終了後の…（放課後児童クラブ-児童福祉法6条の3、放課後

デイサービス-児童福祉法6条の2とみられる」を合わせるのは、６条との対応から見ても無理があるのでは？

9 2 障がい児支援
・(5) こども・子育て支援団体等の項目名は、「福祉やこども・子育て支援団体等」として、説明文を「こどもの福祉や支

援又は子育ての支援を…」にしてはどうか。

10 3 障がい児支援 ・3.　3条について（5）の文言について、上記１．と同様にしてはどうか。

11 4 障がい児支援
・4．4条について12条(1)に“道は、こども施策を施策し”とあるので、「こども施策を総合的かつ計画的に実施」を、例え

ば「こども施策を策定し、総合的かつ計画的に実施」にしてはどうか。
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No 該当か所 部会 ご意見

12 9 障がい児支援

・5.　9条について“地域”は、16条に「こどもが地域において」しか言及されてない。しかし、“地域”は、“地域で見守る”、

“町内会によるこども行事”、“地域のクラブ活動（最近は学校の課外活動が地域連携・地域クラブ活動へ移行する傾向にあ

る）”や、民生委員・児童委員の活動など、この条例の趣旨を展開する重要な場面である。条例の趣旨を行き届かせるた

め、９条に、これらを念頭に置く文言を追補できないだろうか。

13 16 障がい児支援

・６．16条について13条こどもの社会参加の促進は、この条例が目指す重要な方向性の一つであり、16条こどもの居場所づ

くりが基盤になると考えられることから、“こどもの居場所づくり”の条文を、“社会参加の促進”の前へ移動させてはどう

か。

14 6 次世代成育支援

・「６ 学校関係者等の役割」の中で、「こどもが安心して学び、及び育つことができる環境の整備に…」とあり、「７ 事

業者の役割」にも、「必要な雇用環境の整備に…」とあります。「環境」の意味はどのような範囲なのでしょうか。狭義で

限定的に捉えられないようにするのがよいと思います。

15 1 次世代成育支援

・「こどもまんなか社会」の実現に向けて、社会全体で、子育てや出産、こどもの成長を支える社会を目指す。という趣旨

に立って考えなおした。

・目的「青少年が健やかに成長し、自立できる社会を目指して」未来の担い手である青少年が成長の過程で様々な学びや体

験を経て、心身ともに健やかに成長し、社会の一員として、互いの多様性を認め合い自立できる環境を目指す（青少年基本

計画）。

・上記の目的を達成させるためにこども施策を推進させる。と思うので、書き方を変えた方が良いのでは。

・とてもわかりにくい気がします。

16 3 次世代成育支援 ・なぜ、こども施策推進に関し、基本理念を定めるのか。本当の目的が見えづらいと思います。

17 ３，４ 次世代成育支援

・基本理念（５）、４　責務・役割について、社会全体でこども子育て支援の取組を推進することを規定。

・少年補導員・巡視員等の青少年健全育成に関する民間協力者を確保・育成する（行政や民間の幅広い連携）。

・青少年育成教委会では、各市町村に青少年育成運動推進指導員をおいて、情報交換・研修・地域活動もしてきただが、育

成協会の活動はどこかに書くのでしょうか。

18 Ⅰ 次世代成育支援

・Ⅰ総則（２）定義、（３）基本理念

・「地域」および「地域住民」（地域のあり方について）を加えるのはどうでしょうか

子どもたちの成長を見守り、育む支援や取り組みは地域（地域組織および住民）に昔からあり、目に見えないところで生き

ているのではないかと思います。こうした役割も、項目に付け加えるのはどうでしょうか。個別、具体的な事例を挙げない

と、抽象的になってしまうかもしれませんが、自治会や町内会、地元民間組織（見守り、居場所づくりの活動）などが自治

体や学校と連携するなどして取り組み、地域に自然と受け継がれているものがあるのではないかと思います。
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19 Ⅰ 次世代成育支援

・Ⅰ総則（３）基本理念④　（※Ⅱ基本的施策）

・「子ども育む『環境づくり』の実現」のような要素を取り入れてはどうでしょうか

・③で、子どもたちが意見を表明する機会を確保しています。④では、その意見を尊重し、子どもたちの利益につながるよ

うに考慮する旨が書かれています。

・子どもたちの意見を聞き、尊重し、反映させることが必要で、そのための「環境づくり」について触れる項目があっても

いいのではないかと思いました。「環境」はすなわち、「居場所」ともいえます。「Ⅱ基本的施策〇こどもの居場所づく

り」の項目に「安心・安全」に加えて、「意見が言えたり、相談できたりする場（「居場所」）」づくり」の推進も加えて

はどうでしょうか（「Ⅱ基本施策〇こども施策に対するこども等の意見の反映」にも関連しますが…）。先日の審議会で

も、「子どもたちの声を聴ける（子どもたちが意見を述べる）」「子どもたちが気軽に相談できる（悩みを打ち明ける）」

ような「場」をつくることについて、さまざまな話が出ていました。

20 3 社会的養育支援
・基本理念についての条例３条ですが、児童福祉法１条のように、「全てのこどもは…権利を有する」と権利の主体として

記載する方法もある気がします。

21 3 社会的養育支援
・基本理念３条⑤と民間事業者や団体・道民が担う責務・役割の表現の違いが気になります。基本理念の「取組を推進」と

いう言い回しが、責務・役割で「協力するよう努める」だと、トーンダウンしている気がします。

22 5 社会的養育支援

・保護者の役割の中に、『精神的、社会的な安全の保障』のような文言が入ると良いのではないかと感じました。

・こどもの権利の周知・擁護に入るのでしょうか？

・最近の幼児の性的被害のニュースが多くあります。性的虐待のみならず、近年は性的ないじめも多くなっていると感じて

います。

・幼児期からの性教育（こどもが自らの力で自身を守る力や、助けを求める、声を上げる力を育てる）の必要性を感じます
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